






小児微小変化型ネフローゼ149例のHLA抗原の出現頻度をみた。phenotype B40(Bw60,Bw61)

が高頻度(38.3%)にみられた。DRw52 の保有例(15.1％)は全例ステロイド反応性頻回再発で,

平均 7 年の臨床経過を辿っている。haplotype では A9(A24),Bw52,DR2,DQw1 を高頻度

(15.6%)に認めた。この中の 1例は父もネフローゼで,同じ hap-1otype の保有者であった。

B40(Bw60,Bw61)を有している20 例の haplotype を解析すると A,DR locus は極めて近い類

縁抗原で同じ遺伝子が類推された。 


